




























































































































キーワー ド用語集 (木村邦生先生)

高分子合成 ･- ･･高分子材料 (プラスチック材料)を合成する反応を重合反応と

いう｡ポリエチレン､ポリプロピレンやポリスチレンなどは付

加重合反応により､またポリエステルやナイロンなどは重縮合

反応により作られる｡

剛直高分子 ･

重縮合 ･

高分子の中でも､ポリエチレンやポリプロピレンなどとは異な

り高分子の骨格構造が､芳香族基や共役結合などの剛直な構造

からなる高分子の総称｡ポリイミドや芳香族ポリアミド (アラ

ミド)､芳香族ポリエステル類などがある｡

2つの官能基が水のような低分子を脱離しながら高分子ができ

る反応｡自然界にある高分子はこの重縮合反応によりつくられ

ており､身の回りにある合成プラスチック材料では､飲料用ボ

トルや繊維 ･フイルムの原料であるポリエチレンテレフタラー

トや6.6-ナイロンが代表である｡

高次構造 ･･- ･･高分子鎖の化学構造を一次構造というのに対し､高分子鎖が集

合して形成されるより高次の構造を､一次構造に対して高次構

造という｡

高性能高分子 ･･I･外部の刺激に対して応答しない高分子を高性能高分子という｡

様々な性能があり､例えば､耐熱性､耐薬品性､耐放射線性､

力学特性 (高弾性率 ･高強度)などに優れた高分子材料｡

高機能性高分子 - ･外部の刺激に対して変換をして応答する高分子を高機能性高分

子という｡様々な機能があり､例えば､導電性､光電変換､光

導電性､分離､吸水､圧電 ･焦電などに優れた高分子材料｡

ウィスカ一 ･････針状の単結晶の総称｡高分子材料では単結晶を調製することが

困難であり､ポリオキシメチレンやポリエステル類において､

重合と同時に結晶化を起こさせる特殊な方法により調製され

ているO分子鎖が結晶の長軸に並んでいるため､究極的な性能

を有する材料として注目されている｡

ミクロスフエア･ ミクロンオーダーの大きさをもった微粒子の総称｡高分子ミク

ロスフエアーは､乳化重合､ミニエマルション重合､分散重合､

マイクロエマルション重合などにより調製されている｡微少な

サイズであるがゆえに､薬剤の除法単体などとして医療分野に､

またその他電気電子産業などナノテク産業を支える材料｡
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氏名 積木 久明 (つむき ひさあき) 1944年生所属 資源生物

科学研究所 ･環境昆虫機能グループ.教授TEL 086-434-1217(

ダイヤルイン)FAX 086-434-1249E-maH htsumuki@ribokayama-

uac.jphttp･//aphidribokayama-U.ac.jp/bl0COmm/biocommsJ

ishtmlひとこと:昆虫の低温に対する適応と応答反応の研究､果実に被害を与える吸蛾

類に対する忌避剤の開発に関する研究などを行っています｡今後も昆虫と､植物 ･

微生物 ･環境などとの相互作用について研究を進め､資源植物の保護への有

効利用を目指しています｡1 昆虫の休眠と

低温耐性機構(右図)昆虫の低温耐性は

凍結すれば死亡する非耐凍性 (凍結回遊性)と凍結しても耐えて生

存できる耐凍性とに分けられますO トレ-

ロースやグリセロールといった低温保護物

質の生成機構と細胞内凍結回避機構につい

て研究を行っています｡具体的にはニカメ

イガをはじめとして種々昆虫の休眠誘起､

打破の機構ならびに低温に対する耐性機構

について生理 ･生化学的､分子生物学的研

究を行っています｡将来的には臓器の長期保

存-の応用を期待しています｡2 吸蛾類

の忌避剤の開発(下図)果実栽培

の最も重要な害虫の1つに吸蛾類があり､

本害虫は収穫直前の果実を夜間に吸汁することで被害を与えます｡現在､こ

の蛾が嫌がる臭い物質



キーワード用語集 (積木久明先生)

昆虫の低温耐性機構 - ･昆虫の低温耐性には､凍結防止物質の蓄積によって凍結温

度を低下させ凍結を回避する凍結感受性 (凍結回遊性)と､

氷点下の比較的高い温度で積極的に細胞外凍結を誘導し､

細胞内凍結を防止する凍結耐性 (耐凍性)が知られている｡

耐凍性昆虫は氷点下でアクアポリンを介して細胞内から

細胞外へ水を排出し､凍結死を起こす細胞内凍結を防止し

ている｡

昆虫の休眠 ･･･････内分泌 (ホルモン)の支配による昆虫の一時的な発育停止

をいう｡昆虫によって休眠に入る発育時期は決まっている｡

ニカメイガ･II････主にイネを加害し､古来より稲作栽培で慢性的な被害をも

たらす最重要害虫の一種｡しかし､最近は強力な殺虫剤が

開発され､全国的に殆ど発生がみられなくなった｡本種の

名前は年2回 (化)発生するメイガ (メイチュウ)に由来

している｡二カメイチュウ､あるいは幼虫が薬 (茎の中)

に入ることからズイムシともよばれる0

吸蛾類に対する忌避剤の開発 ･･嫌がる臭い物質を気散させ､吸蛾類を果樹園に寄せ

付けないようにして被害を防止する方法の開発｡

昆虫の殺虫剤抵抗性 .･･同一の殺虫剤を連続して使用し続けると､昆虫はその薬剤

に強くなり､抵抗性を示すようになることをいう｡抵抗性

は殺虫剤の皮膚透過性の低下､解毒分解酵素の活性化､作

用点の感受性の低下によってもたらされる｡

アクアポリン･ ･水チャネルを構成しているタンパク質｡凍結保護物質であ

るグリセロールもこのチャネルを介して細胞外から細胞

内に取り込まれる｡

ナ トリウムチャネル ･･･ナ トリウムイオンが生体膜を横切って特異的に通過する孔

としての機能を有する輸送体タンパク質｡
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安定同位体 ･-･-･

移行期 ---･--

異常診断 ----･

遺伝子操作 ---･
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応分析化学 52

岡山県の方言 8

オキシトシン 24

音楽教育学 12

音楽社会学 12

か 海底熱水系 38

海底執水性鉱床 38

学習制御 44

果実の品質向上 60

果樹園芸学 60

仮想光学環境 40

仮想視点画像 40

仮想部分空間法 40

活性酸素 56

カル-/ニューリン 24

妻買境調節 60

技能の分析と伝承 50
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高機能性高分子 ･

工業地理学 --･
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光合成 --･･･-
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酵素 ･-----

酵素の椛道と機能
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交流分析 ----･

骨粗だ症 ･････-･･

固有顔の直交分解 ･
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昆虫の殺虫剤抵抗性
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琵琶キーワード索引…誉…

CNR法 ･

視覚装置 ･

自我同一性

システム最適化 42

自他認識 6

シデロフォア ･36

シナプス ･ 24

社会学 2

重縮合 68

授業分析 14

樹木菜園 60

衝撃高圧力 10

衝撃焼結 ･ 10

食行動 ･ 28

触究人工指 48

自律神経系 28

自律走行車 48

人格心理学 16

進化計算 ･ 42

信号解析 ･ 42

新産業創出 22

人文地理学 4

神力丸漂流事件 6

水生シタ植物アゾラ 62

スペク トロスコピー 52

生活協同組合 18

生活文化 ･ 6

制御理論 ･44

政策評価 22

生産スケジューリング 42

粍神性発汗作用 14

生体膜生化学 32

生体 リスム 32

前立腺癌遺伝子治療 ･ ･ 26

た 唾液分亨必 ･ 28

男女和合 6

タンパク質セラビ-法 24

タンパク質代謝回転 56

地域格差 --･----･

地域経済 -------

地域言語 -------

地域成長 ･･･-･-･･･.-

地球化学的 トレ-サ一 ･･

治験センター -----

知能ロボット-----

痴呆 -･------･-

中国 ･四国地方の方言 -

超微品分析 ----････

Ti製義歯床 ------

適応制御 ･適応サーボ系

鉄レギュロン -----
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電気生理学 -･---･-

転写制御因子 ･----･

都市経済 -------

都市地理学 ---･--･

土壌工学 ---=･--･

土壌侵食 -------

な ナ トリウムチャネル --

ナノエコロジー =---

ニカメイガ ------

2成分制御系 -･----

ニューラルネットワーク

は バーチャルリアリティ -

バイオフィルム感染症 -

パイライ ト------

発達心理学 ------

搬送 ･物流制御 ----

ピアノ教育 -･----･

PTT----I---･

比較社会学 ------

微小生命体 -･･････..-

非線形制御 ･-･-･-･-

ビタミンB12 ---･-

非特異的生体防御機構 -

被挺植物 ･=-- ---
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賞…キーワード索引 ⊇…

病原因子

不安

不動産

フロー分析化学

プロテア-セ

分散エージェント

分散協調視覚

分子遺伝学

分子シャペロン

変動水圧

ポーランド

補酵素

ま マイクロマシン

マイクロ流体素子

マンカニンゲージ

味覚

ミクロスフエア

メカ トロニクス (鈴森康一 先生)

メカ トロニクス (田中 豊 先生)

芽の休眠打破

メラトニン

モデル予測制御

や 薬物相互作用

薬力学 薬物動態学

有機試薬

有用酵素

幼児教育

幼児言語
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ら 落莫果樹
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地域共同研究センター 産学連携担当者

HP http//wwwokayama-U.acjp/user/crc/lndex_crc.html

氏名 藤原 貴典 (ふじわら たかのり)助教授TEL 086

-286-8006FAX 086-286-8007E-≠ail takanori@
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岡山大学地域共同研究センター
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ご要望の分野の教員をご連絡いたします｡
岡山大学教員との ｢共同研究｣についてもお尋ね下さい｡ 平成 年 月 日
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番地岡山大学地域共同研究センター

TEL (086)286-8002(代表)TEL (086)286-8006(専
任助教授)FAX (086)286-8007

センター使用欄年 月 日受付

教員に依頼 -75- 岡山大学地域共同研究
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編集後記1

昨年末に研究シーズ集の第 1集を発刊し50名の先生方に登場いただきまし

た｡引き続きその後も学内の教員の研究内容の取りまとめを行い､今回の第2

集では35名の先生方を収録いたしました｡

冊子にまとめました内容は､同時に岡山大学地域共同研究センターのホーム

ページに登録されていますので､併せてご利用頂ければ幸いです｡

ご協力いただいた教員の皆さまには､研究内容の説明､資料の提供等大変お

手を煩わせましたが､門外漢の担当者に対し快くご協力いただきましたこと厚

くお礼申し上げます｡ (前半担当 .松浦 啓克)

編集後記2

松浦先生の後任として地域共同研究センターのコーディネーターに着任しま

した東です｡何も分からない状態でこの大役を引き受けましたが､手探りでな

んとか出版にこぎつけました｡原稿作成にご協力頂いた先生方はじめ関係各位

には多大なご協力を賜りました｡このシーズ集が産学連携の一助になればと期

待しております｡

(後半担当 東 英男)

岡山大学地域共同研究センター 研究シーズ集 (第2集)

発 行 2005年 12月

発行者 岡山大学地域共同研究センタ

ー〒701-1221 岡山市芳賀5302

番地TEL O86-286-8

002FAX 086-286-

8007E-rnailcenter@crc.okayama-U.

ac.jphttp://www.crc.okayama-U.ac.jp/user/crc/index_crc.ht
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